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研究成果の概要（和文）：本研究では、主に日本最古の仏教説話集『日本霊異記』と中国仏教説話集との比較研
究と『東大寺諷誦文稿』の分析を行った。その結果、第一に、中国仏教説話集の表現・説話構造及び思想の影響
と独自性が存在したことが明らかとなった。特に、中国では歴史書と認識された説話集が日本では宗教書と認識
されていたことなど、『日本霊異記』の成立は中国仏教の受容状況に規定されていたことを指摘した。加えて
『東大寺諷誦文稿』の考察から、古代日本の地域社会における仏教法会と『日本霊異記』の編纂には思想的に深
い関係があったことを指摘した。以上、『日本霊異記』は東アジア世界の中で独自性をもつ仏教説話集として成
立したことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In this study, we conducted a comparative study of the "Nihon ryoiki" （『日
本霊異記』）and Chinese Buddhist collections and analyzed the "Todaiji fujumonkou"（『東大寺諷誦文
稿』）. As a result, first, the influence of expression, structure, and thought from Chinese 
Buddhist collections of discourses on the "Nihon ryoiki" and its uniqueness became clear. In 
particular, "Nihon ryoiki" was influenced by the reception of Chinese Buddhism, such as the fact 
that a collection of Buddhist sermons recognized as a history book in China was recognized as a 
religious book in Japan. In addition, from an examination of the "Todaiji Inscription Manuscript," 
it was pointed out that there was a deep ideological relationship between the compilation of the "
Nihon ryoiki" and the Buddhist rituals of the local community in Japan. In sum, I have shown that 
the "Nihon ryoiki" was established as a collection of Buddhist discourses with uniqueness in the 
East Asian world.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
『日本霊異記』は日本最古の仏教説話集として学術的価値をもつものとされてきたが、東アジア世界の中の古代
日本という視点から、九世紀前半に編纂されたことの歴史的意義が十分説明されてこなかった。本研究では、本
説話集と中国仏教説話との比較研究に加え、八・九世紀の日本の中国仏教書の受容状況から、中国仏教の影響を
受けながら、本説話集が日本独自の仏教説話集として成立したことを指摘した。またこの時代は日本で初めて地
域社会にまで仏教が浸透した時期であり、本説話集の成立とも密接に関わっていた。この事実は、日本古代史研
究のみならず日本社会における仏教のもつ意味や、東アジア世界の中の日本を理解するために重要である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
（１）これまでの古代史研究においては、『日本霊異記』の宗教的テクストとしての史料的性

格が十分には考慮されてなく、あくまで二次史料として、個別的表現や部分的内容のみを用いる
研究方法が一般的であった。つまり『日本霊異記』の史料的性格を踏まえた歴史学的な分析手法
は未確立であったといえる。特に五世紀代から仏教説話集が編纂されていた中国を中心とする
東アジア世界からの影響を踏まえた上での、『日本霊異記』の位置づけは不明確であった。 
（２）古代日本において九世紀になって初めて仏教説話集が編纂されたことの歴史的意義に

ついては、一九七〇年代に民族意識の萌芽という視点からの研究は見られたが、近年までの古代
東アジア諸国と古代日本との関係や、古代日本における中国仏教書の受容状況を踏まえた上で
の検討が十分になされてなく、『日本霊異記』研究において、克服すべき課題の一つであった。 
（３）『日本霊異記』成立の歴史的背景については、一九九四年に鈴木景二氏による『東大寺

諷誦文稿』の研究により、各地域の寺や堂における法会で語られた説法の手控えが、『日本霊異
記』の編者である景戒のもとに集められ、景戒がそれらの原資料を編纂することにより『日本霊
異記』が成立したとする仮説が出され、通説となっている。しかしその後二十年以上にわたって、
その仮説を検証することなく、『東大寺諷誦文稿』の構造・表現・思想についての具体的な考察
が停滞していたことにより、『日本霊異記』と『東大寺諷誦文稿』の具体的な関係性については
なお不明確な状況にあった。 
（４）申請者はこれまでの研究において、『日本霊異記』と一部の中国仏教説話の話型を比較検
討した結果、『日本霊異記』の話型には中国仏教説話の影響が大きいが、その内容には古代日本
独自の内容が多く含まれていることを明らかにしてきた。また筆者は、十年以上にわたり『東大
寺諷誦文稿』の史料論的考察を深め、思想的な側面において『日本霊異記』との連関が予測され
るようになった。しかし、全体構造や表現レベルの分析についてはなお検討の余地が残されてい
た。本研究は、上記の前提に基づき行ったものである。 
２．研究の目的 
 （１）『日本霊異記』と中国仏教説話の比較について、一部ではなく、できる限り中国仏教説
話の全体像を把握した上で、『日本霊異記』との比較をすることが重要であると考え、まず中国
の六朝期から隋唐期における仏教説話集の史料収集を行い、表現・話型を整理し、そのうえで『日
本霊異記』と比較することにより、東アジア仏教世界における『日本霊異記』の位置づけを明ら
かにすることを目的とした。 
（２）『東大寺諷誦文稿』の史料論的考察を深化させ、特に構造・表現・思想について明らか

にすることにより、古代日本の地域社会における官大寺僧の仏教活動の実態や、地域社会の仏教
的秩序の構造を明らかにするとともに、法会で語られた仏教思想を明らかにし、『日本霊異記』
との強い関連性を明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 （１）六朝隋唐期の中国仏教説話集（六朝期の応験記・『冥祥記』・『冥報記』・『金剛般若経集
験記』・『華厳経伝記』・『釈門自鏡録』・『弘賛法華伝』・『法華伝記』等）の収集とデータベース化・
目録化により、『日本霊異記』の序文・各説話の話型・各説話の表現と、中国仏教説話のそれと
の比較検討を行い、中国仏教説話からの影響面と『日本霊異記』の独自性の両側面について考察
した。 
 （２）『東大寺諷誦文稿』の構造面については書き入れや抹消部分の分析を行うとともに、文
章表現・内容と六国史の記事を比較検討することによって、史料の全体構造について考察した。
また表現面においては、六国史や『類聚三代格』・戸籍・計帳などとの比較検討を行い、法会で
語られる疾病・障害表現の意味を考察した。加えて思想面においては、法会の説法で語られてい
た仏教思想と『日本霊異記』の編纂思想との関連性などを考察した。 
 
 
４．研究成果 
（１）『日本霊異記』には、中国六朝隋唐期の仏教説話集の話型・表現に大きな影響を受けなが

らも、編纂意識の側面では、中国において歴史書の一部とされていた仏教説話集を、経典等と同
様の宗教書とする独自の意識が存在し、さらに編纂思想には古代地域社会の法会で語られてい
た仏教思想と密接に関わっていたことを明らかにし、そのような事実から古代日本における最
古の仏教説話集の成立には、古代日本の独自の歴史的背景が存在したことを指摘した。 
（２）『日本霊異記』の成立には、具体的な史的背景として主に遣唐使による中国仏教書の古代

日本への将来が制限されたものであったことにより、限られたいくつかの仏教説話集（おそらく
序文にみえる『冥報記』・『金剛般若経集験記』の二書）が大きな影響を与えた可能性が高いこと
を指摘し、東アジア仏教世界における文化的後進性が『日本霊異記』の独自性を生み出したもの
と評価した。この事実は、一方で『日本霊異記』が古代日本の地域社会の実態の一端を色濃く反
映した史料としても改めて位置づけることが可能となったことを示すものであり、今後の古代



史研究や古代仏教史研究において、このような視点を踏まえた上での更なる活用が期待される。 
（３）『東大寺諷誦文稿』の史料性について考察し、本書が官大寺僧の都と地方における仏教活

動により、八世紀後半から九世紀にかけて仏教が地域社会の村落レベルにまで受容されたこと
を示す指標となる史料であることを確認した。そのうえで地域社会の寺や堂における法会の説
法で用いられた資料が『日本霊異記』の原資料となったという仮説について、思想面でも『日本
霊異記』と共通することを明らかにし、先行研究を補強した。 
（４）『東大寺諷誦文稿』の史料論的考察から、その構造には郡レベル以上と村落レベルという

二系統の法会で語られる内容が含まれている事実を析出したことにより、以前に報告者が指摘
した『日本霊異記』における「寺」と「堂」という階層構造が存在した事実と対比できることが
明らかとなった。ここで明らかにした成果は、『日本霊異記』との関係性を改めて示すとともに、
古代地域社会の宗教構造として、郡レベル以上の仏教と村落レベルの仏教が存在したことを前
提として考察することができるようになり、古代地域社会と関わる諸研究とも繋がるものであ
る。 
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